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１ 

印欧語の「肝臓」

風間喜代三

古代の人々が身体の組織について，現代の我々にまさるとも劣らない知識を

もっていたことは，文献的にも明らかである。これは恐らく祭式において，動

物を殺して神に犠性として捧げるとか，それによって占いをするなどのことが

しばしば行われていたために，人々が自然に身体の解剖に興味を抱くように

なったからであろう。また弔いごとも多く，そのために人の死を目のあたりに

して，そこから身体のさまざまな部分の観察が進んだのではないかと思う。因

みに，「身体」をあらわすskr・sarlra-,ｇｒ・oaMzaがともに本來は「死体」

であったということは，古い印欧語族の解剖学的な知識の深さと符合する(1)。

本論文では文献にあらわれた彼らのその知識を基に，とくに「肝臓」にまつわ

る表現と事実に注目し，印欧語族とこの内臓器官のかかわりを明らかにしたい

と思う。

その知識のほどを知る一例として，古代インドの最古の詩集であるリグ・

ヴェーダ（ＲＶ）から，「衰弱に対する歌」１０，１６３を引用しよう（辻直四郎訳

岩波文庫365fL

akSfbhyEimten§sikELbhynrhkAmabhyaIhchdbukadadhi／yAkSmam 

sIrSapyammastiSkajjihvdyavivrhamite／／「お前の雨眼から，雨鼻孔

から，雨耳から，顎から，私は頭の衰弱を駆逐する，お前の脳髄から，舌か

ら」(1)。grlv白bhyastausnihabhyahkfkas且bhyoanUky§ｔ／yakSmaril

doSaUyAmArhsEibhyambahUbhyaIhvivrhamite．／／「お前の頸から，頸

椎から，肋骨から，背柱から，私は前腕の衰弱を駆逐する，お前の雨肩から，両

腕から」(2)。Emtr6bhyasteghdEibhyovanisth6rhfdayadGidhi／yAkS-

mammatasnEibhyZiIhyakndhpla6ibhyovivrhamite／／「お前の臓腕か

ら，直腸から，結腸から，心臓から，お前の雨腎臓から，肝臓から，尿道（？）

から，私は衰弱を駆逐する」(3)。UrnbhyamteasthlvadbhyampArSnib-

hyamprapadabhyam／yAkSmalh6r6PibhyambhAsadaｄｂｈａｍｓａｓｏｖｉ 
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vrhamite／／Ｆお前の雨股から，両膝から，雨踵から，雨足先から，お前の

腰から，尻から，肛門（？）から，私は衰弱を駆逐する＿(4)。m6hanad

vanalhkaranall6mabhyastenakh6bhyab／yAkSmalhsarvasmEid 

atmanAstAmidarhvivrhnmitc／／「お前の男根から，膀胱（？）から，

毛髪から，爪から，お前の全身から，私はここにその衰弱を駆逐する」(5)。

a】igad-afigall6mno-lomnojatampdrvani-parvapi／yAkSmamsArvas‐

madEitmanastAmidAmvIvrhamite/／「一つ一つの肢体から，－本一本

の毛髪から，一つ一つの関節から生じた（衰弱)，お前の全身から，私はここ

にその衰弱を駆逐する」(6)。

これはyAksma-とよばれている「衰弱」を伴う病，とくに癖がいを癒すた

めの祈りの歌である(2)。ここにあげられている身体の各部分のうち，pla6in-，

mAtasna-など古註をみても必ずしもそれがどこを指すのか明確ではない名

稀もふくまれているが，全体としては頭から下半身にかけて，身体を的確にと

らえて分類している。従って古代インド人の解剖の知識が，当時としてはかな

り進んでいたように思われる。そしてこのような身体名榊を列畢するという方

法は，例えば犠性獣の身体の一つ一つを神々などに引き当てることによって，

その動物を瀞えるときにも用いられる(3)。

リグ・ヴェーダよりもはるかに日常的な生活を背景にしたアタルヴァ・

ヴェーダをみると，先にあげたＲＶ10,163,3をふまえながら完全な健康を願う

呪文がＡＶ２，３３，３にみられるが，ここではやや異なる名榊が並べられている。

hfdayattepAriklomn6hAllkSpatpar6v§bhyam／yAkSmalhmAtasnab‐ 

hyEimplIhn6vaknastevivrhamasi／／￣お前の心臓から，肺臓から，内臓

(？）から，雨脇腹から，お前の雨腎臓から，脾臓から，肝臓から，我らは衰

弱を駆逐する｣。同じ歌集の１０，９は犠性牛をテーマにしているが，ここでは

｢唇，鼻孔，角，眼」に縦いて，１５－１６につぎのような身体名稗があげられてい

る。それはklomA,hrdayam,purltAt,kapthas,yAkrt,mAtasne,antram，

gDdas「肺臓，心臓，心膜（？)，喉，肝臓，腎臓，臓臓，腸」である。

この表現の形式はブラーフマナの散文にも守られている。つぎにあげるシャタ

パタSatapathaBrdhmanaからの一文（10,6,4,1）はその典型で，犠性の馬

の身体の各部分を，暁の女神をはじめとするもろもろの神や自然に配している。

usdvAaSvasyam6dhyasya6irah／sdrva6cAksurvAtahprap6vyAttam 

agnirvaiSvanarahsalhvatsaraatmA6vasyam6dhyasyadyaU5prS1hAm 
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antEiriksamudAramprthivfpajasyArhdi6ahpdr6v6avantaradi6ah 

pArSavartav6,hgEmimAsa6cEirdhamnsd6caparvApyahorZitrApiprati‐ 

sth且nAkSatranyAsthlninabhomZilhs且nytivadhyalhsikatahsindhavo

gudAyAkrccaklom目nascaparvatn6SadhayaScavanaspataya6ca
l6many…￣眞に暁は（犠性の）聖き馬の頭，太陽は眼，風は呼氣，万人に共

通の火は咽喉，年は聖き馬の身体，天は背，虚空は腹，大地は下腹部，四方は

脇腹，その中間の四方は肋骨，季節は肢体，月々と半月は関節，昼夜は足，星

は骨，空は肉，砂は胃腸，川は腸，山は肝臓と肺臓，植物と木は毛髪，…｣。

このヴェーダ文献にみられる身体の知識は，パーリ譜で綴られた古い仏教

教典にも認められる。もっとも古層に属するスッタニパータSutta-nipZita
(｢経集成｣)に，つぎのような詩句がある。Atthlnaharusarinuttotacamalh‐

sZlvalepano／chaviyaknyopaticchannoyathZibhUtalhnadissati，／／ 

antapUroudarapUroyakapeIassavatthino／hadayassapapphasassa 

vakkassapihakassaca//silhghEmikayakhelassasedassamedassaca 

／lohitassalasikayapittassacavasayaca./／「身体は骨と筋によってつな

がれ，深皮と肉とで塗られ，表皮で覆われていて，如実にはみられない。腸に

充ち胃に充ちていち，肝臓の塊，膀胱，心臓，肺臓，腎臓，脾臓の（属する身

体は)，鼻汁，唾液，汗，脂肪，血，関節滑液，胆汁，膏の（属する身体は)」

(194-196)。紀元前２世紀の後半に現在のアフガニスタンのカブールの地域を

中心に支配していたバクトリアの王メナンドロスMenandrosは，ギリシア人

でありながら仏教の僧ナーガセーナNZigas5naと討論を試みて，遂に仏教に

歸依したといわれている。その二人の問答を記録したパーリ語による「ミリン

ダ王間経，Milindaparihaの第１巻第１章において，ナーガセーナは人間の名

稗には人格的な実体はないと述べて，それを身体の各部分について否定してい

る（PaliTextp､26)。その配列の順序は，ｋｅ６ａ,ｌｏｍａ，nakha,dantZi,taco，

ｍａｍｓａｍ，naharu，atthi，at1himifija「髪，身毛，爪，歯，皮膚，肉，筋，

骨，骨髄」に綴いてvakkam,hadayam,yakanam,kilomakam,pihakam，

papphasam「腎臓，心臓，肝臓，肋膜，脾臓，肺臓=，それからantam，

antagupam，udariyam，karlsam，pittam，ｓｅｍｈａｍ，ｐｕｂｂｏ，lohitam， 

sedo,ｍｅdo,assu,vasa,kheIo,siiigh且nikELlasikZi,muttam,matthake，

matthalufigam「腸，腸間膜，胃，糞，胆汁，渓，膿，血，汗，脂肪，涙，

膏，唾液，鼻汁，関節滑液，尿，頭に脳髄」である。この３２が傳統的にパー
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リ語文献では身体を柵成する要素とされている。このリストをみると，skr・

klomAn-「肺臓」に相当するkilomaka-が「肋膜」とされ，「肺臓」には

papphEisa-（sknpupphusa-）という，いかにも擬音語的な形が使われてい

る。これはパーリ語とヴェーダ語との方言差であり，その他の点ではほぼサン

スクリットの語彙が再現している。因みに，有名なカニシカ王KaniSkaの侍

医という傳えのあるチャラカCarakaの名を冠した医学書CarakasarhhitEi

のsarlrasthanam「身体部」７，７以下にも眼，耳などの五感cetanaと，

頭，心臓などの氣管praI1aに綴いて，内臓koSthnngEmiとして１５の器宮が

認められている(4)。

これら古代インドの最古の讃歌集から後世の医学書までを概観してみる

と，肝臓yakrt-は心臓hfdaya-，あるいは肺臓klomAn-，腎臓mAtasna-，

vrkkA-とともに想起され，一群の臓器としてとらえられていたことがわか

る。このような理解は，インド・アーリア人が早くから身体についての細かい

観察によって解剖の知識を身につけていたことを物語っている。恐らく肝臓は

心臓と並んで生命を支えるもっとも重要な器官だという認識を，彼らはもって

いたに違いない。しかし後世の医学書は別として，ヴェーダ時代に彼らが直接

その事実にふれて，それを記録し説明している箇所は指摘されていない。また

後述するような，肝臓による占いが行なわれていた跡もみ当らない(5)。

「肝臓」について，skr・yAkrt-と同じ語源で，しかもheterocliticaの特異

な曲用を示すii汀ａｐ（gen・旅ａｒｏ９）をもつギリシア人は，ホメロスの英雄時

代から肝臓の位置についてかなり的確な表現を残している。イリアスIliasの

なかから，それをふくむ詩句を引用しよう。Ｔｍ６，．JSCルビlﾉ6りび'ＥＤａＺ“し０９

AγｽabsUjOg／ＥＵ,０６〃リス０９汀UパルoZozβzα必似（しoソβﾓｽ(Eooz，／○てガカα元αp’

αりて0〃/の",比α２．ﾉc6ソてzoE6oUJo2PaE山｡,／凡α2βdｽﾓのａＵｏＬｄ６刀以,A7TcOdma，

汀ＯＬα("αスαの"，／力冗αｐ、汀ｂ汀ＩＤα万〔6⑩",Ｅｊｅａｐ６'、汀Ｏγ０，"α丁,ﾋﾞｽUOE…「さ

てエウアイモンの輝かしい息子エウリュピュロスは，降りしきる槍に苦戦をし

いられている彼（アイアス）を認めたとき，彼のそばにいって立った。そして

輝く槍を投げて，軍勢の長パウシオスの子アピサオンの横隔膜の下の肝臓をう

ち，たちまちにその膝を崩れさせた」（11,575-79,Ｃｆ13,411-12；17,

348-49)。ここで問題はjhmloD派０万pα汀i6uル「横隔膜の下の肝臓」という

表現だが，この〃ｐａ７Ｔｚ５Ｅ９という複数名詞はホメロスに１１回用いられ，古来
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Ppｳ"，（PL）Ｐｐ６ソＥ９ｒ横隔膜，心，考え」と同じ意味をあらわす語と解釈さ

れている。確かにアキレウスの盾をつくるヘーパイストス神の描蔦にあるよう

な汀oiEU6aZ6a入α〃oﾊｽａｌ６Ｕｔ刀ｏｆ〃pα汀Z6EDo"「技に通じた心で多くの飾

りをつくる」（11.18,482）のdat・汀pα汀i6EoOzレ「心で」をみると，この語は

Pp伽と同じかなり幅広い内容をもち，必ずしも「横隔膜」だけに限定できな

いように思われる。しかしその一方で，オデュッセイアOdysseiaにはつぎの

ような表現が認められる。これはオデュッセウスが怪物のキェクロプスをなん

とかして殺そうと思いめぐらしている場面である。てひIﾉﾉﾕﾋｯﾋﾞγのβＣＤｽEUCα

/ｃａＴｄ似Eγαｽｳ了oIoaeU“し／αＤＤＣし』の"，rZPo9o③fpUoodﾉﾘﾓﾚ０９万ａＪｏｄ

似刀poD，／o6TdULlEしα［汀ｐＯ９ｏＴｳ００９，妬ｚＰｐ(ソES力冗αｐﾋﾞｽoUoz，／ｘＥＺｐ,

k元zaaoDdﾉﾕEし０９.崖Ｅｌｏｏｇ６ｍＧ０Ｕノリ６９幼U兀E"．「私は大いなる心のなかで考

えた，あいつに近づいて，鋭い刀を腰から抜いて，手探りをして，横隔膜

｡p`ソESが肝臓を保持している胸のところを突き刺してやろうかと。だがまた

別の思いが私をひきとめた」（9,299-302)。ここにいうU8zPPfしES航αＰ

戦oUoz「横隔膜が肝臓を保持しているところ」というのは，簡璽にいえば，

わき腹の急所であろう。そこでこれを先に引用したイリアスの表現とあわせて

考えると，汀pα元Ｚ６Ｅｇあるいは｡p〔'ﾉESと力兀αｐ「肝臓」は，密着した位置にあ

ることは疑いない。７ｍα汀i6E9とＰｐ（"〔９は，前者は詩語として孤立し，派生

語ももたないのに対して，後者は多くの派生形をつくり，頻度もはるかに高

い。その意味でも完全な同意語とはいえないが，力冗αｐとの関係からは互いに

重なりあっているといえよう。そして肝臓の位置を示す貴重な表現を提供して

いる(6)。

ホメロスの弔いの場面から，肝臓にふれた例をさらにあげておこう。これは

故郷に歸ったオデュッセウスが，その留守の家を荒らした妻への求婚者エ

ウリュマコスをうつところである。６６，〃αpr力dZoS,O6uooED9／Ｄｙ

戊冗o汀p0旗c,βｄ１Ｅ６さＯて刀ｅｏｌＷＴａｐｄ“αめし,／(し６〔ｏｊガ汀αＴ`元ｶﾞEEeoO〃βfloSi・

｢だが同時に尊いオデュッセウスが矢を放つと，胸の乳首のわきに当り，早い

矢は肝臓に突き刺さった」（0..22,81-83)。同じ叙事詩の有名なオデュッセ

ウスの地獄めぐりの巻では，ゼウスと大地ガイアの子で，ヘーラの策によって

レートーを誘惑しようとしたティテュオスが，罪に苦しむ哀れな姿が描かれて

いる。兀ａｔＴｕＴｕＯしEJ6〃，、αビワs6pzにu6fo9uj6ﾘ，／花fzノリE"oレヒリヴα汀６６qIj・６

６，＆汀，とﾚﾚﾋﾞα随“て０万ﾋﾞｽEOpa，／γ､元ﾋﾞｳﾞｾﾞﾉzzソと几ｄＴＥｐＯＥ汀ａｐｗＬ‘し①力冗ａｐ
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靴apoし,／６６prIo〃わ⑩６０ﾚo"てE９．６６'０２'兀航α,uのEToxEpo【・「そして彼

は，名高いガイアの息子ティテュオスが大地に横たわっているのをみた。その

(身体）は９反にわたって横たわっていたが，２羽の禿慨が両側にいて，臓脇

のなかに頭をいれて肝臓を食いちぎっていた。しかし彼はそれを手で追いはら

えなかった」（0..11,576-79)。因みに，この残酷な場面を，ローマの詩人

ホラティウスHoratius．は，つぎのように歌っている。incontinentisnec

Tityiiecur／reliquitales,noquitiaeaddituscustos．「飽くことなき欲情

をもつティテュオスの肝臓を禿鷹はすて去らなかった。その悪行の見張りに当

てられて」（｢歌集」Ｃａｒｍｉｎａ３,4,77-79)。

これらのホメロスの例からも明らかなように，肝臓は心臓と並ぶ急所であ

る。そこで死，とくに自殺の場合に刀を刺すところとしてしばしば言及され

る。その例を悲劇作品から引用しよう。ソポクレスSophoclesの「アンティ

ゴネJAntigoneの終幕近く，使者がクレオンに，その子ハイモンの死に綴い

て，その妻であるエウリュディケの自殺を説明する場面がある。汀aZoao，ｗ,，

力兀ａＰａｄｒ６ＸｑＰａｌ〉てﾌﾞﾙ，５万②Ｓ／汀az60ST66，ガ08（て’６Ｆリパの凡Uroレ刀CiOoS伽．

｢ご子息の辛い嘆きの声につつまれた悲運をきくや，肝臓の下を自らの手で刺

して」（1315-16)。この「肝臓を刺す」という表現はエウリピデスEuripides

にもみられる。￣オレステス」Orestesが姉のエレクトラにむかってその覺悟

を述べる台詞にﾊﾟﾋﾟｾγの/UG"CDγ〔"ααレム汀o6EifCu刀6ｽα,／汀aZoa9元pos力兀ａｐ

Ｐａｏγαｗ)・ひさび'ｍＭｐｆｃリレ／５“(α汀,odoOE"てorｇ“０１９了oﾉＷｉａｏ".￣そ

して私は肝臓に劔を突き刺して，町にその生まれの高貴さを示してやろう。あ

なたも私の勇氣ある振る舞いに同じことをしなければなりません＿（1062-64)。

ヘレナはトロイアではなくてエヂプトの王の下にかくまわれているという設定

ではじまる同じ作家の「ヘレネ」Heleneで，彼女のところに夫であるメネラ

オスが訪ねてくる。そして妻がその地の王に求婚されていることを知って，彼

はこれと対決しようと決意する。しかしもし王が力による対決を避けて，ヘレ

ナもろとも彼を飢えで苦しめる積りならば，と彼は王の妹にいう。兀丁α"ﾋﾞル

６（６０ﾉ［てαＺｒ力"6EjuoCに'汀“て，“ひし／汀,COS力冗αＩＣのｏａｚ６ｉ○てoJuoレfZPo9

T66E／てりノリβＣｕ，兀地のToz9ToD6,,ル，aliiuaTo9Poaj／「ｄｐｏｕ圧aTa0TCmuoz・

｢私の考えは決っている。この女を殺し，ついでこの両刃の劔を私の肝臓に突

き刺す，この墓石の上で，そこには血の流れが基から滴りおちるだろう」

（982-85)。
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先に「横隔膜の下の肝臓」という表現をみたが，面白いことに力兀αｐと

Ppf〃ESが並列して－つの概念のように扱われている例が，ソポクレスの「ト

ラキスの女」Trachiniaiにみられる。ヘラクレスの妻であるデイアネイラ

は，嫉妬心から'怪物ケンタウロスにそそのかされて，夫を議殺する結果になっ

てしまったが，彼女はそのことを嘆いて自殺をはかる。そのありさまを乳母が語

る台詞に花血しｑｂＴＯにCZoE6EDp6て'篭opJuの似EOa,／6pの似で"αｄｒウシZbuPz汀ｽｵγｚ

ｐａｏγα"④／汀入Eulod〃ＤＰ，ウ汀α,o兀ai9op("α９汀E元スワγ座"〃し．「ところが（お子

さまを呼びに）急いであちらにいってもどってみると，あの方が両刃の劔をわ

き腹に，肝臓と横隔膜の下に突き刺してしまっていたのです」（929-31)。

さてこのウ汀αｐﾉca2Pp("α９という結びついた表現がさらに進むと，我々の

｢心胆を寒からしめる＿とか「肝を冷やす」「肝に銘ずる＿という言葉にみられ

るような「心」と「肝臓」の一体感から，遂には￣心の奥底一にあるｒ肝臓」

が「心臓」そのものにひとしく扱われることになる。例えば，ソポクレスの

｢アイアス」Ａｉａｓにおいて，この英雄の死を嘆く愛人テクメッサに対して，

コロスの長はつぎのように述べている。ｘの,o豆兀,COSウ汀αp，０１６α，γﾋﾞｯﾚαZα

6077．「知っております。眞の悲しみは心の奥底ウ汀αｐにいたるものと」

(937)。アイスキュロスAischylosの「アガメムノン」Agamemnonのコロ

スのなかにも，これに似た言葉がみられる。Ｔｂ汀α〃６，αP'五ｽｽα"ｏＰａｍ９

ｏｕ"op似（"oz9／汀（し0α，ｄｔＴス刀○(〃dp6(ＯＳ／６６Ju<Ｉｊ，レビ兀ｄｏＴｏＵ汀pf冗矼・汀oｽｽｄ

７ｏＤ〃／Ｂｚ７γαしα汀posウ万αp・「おしなべて，ギリシアの地より戦いにむかっ

て出征した人々の，どの家にも，耐え難い悲しみが支配している。確かに多く

のことが心の奥底にふれてくる」（429-32)。エウリピデスの「ヒシポリュト

スーlHippolytosにも，この主人公の嘆きの言葉に同じ表現が使われている。

ａｊａｒ,汀１０６９カ万α１０．６α比pO⑩〃て’上γγ，９て66E，／ＥＪ６カパα花6ＷＥｐα"oluaz，

６０花のT(OCC．「ああ，心の奥底に（こたえる)。あなた（テセウス）にそう思

われ，人々にも悪人のようにみえるとしたら，これは涙なしにはいられない」

（1070-71)。

アイスキュロスはその「供養する女たち」Choephoroiのなかで，母によっ

て父を殺されたオレステスに，アポロン神が復讐を勧めるお告げを，つぎのよ

うに語らせている。ＣＤ了ＯＬ汀,００６のｏａＡｏｆＺｏＵノリE7aoeEIﾉｶ９／ｘｐ刀o似OS

ﾊﾟﾓｽEOLu"て6"6ﾓﾊﾟﾙ6”o"刀Epaし/兀雌opOzCmuﾚ万oｽｽdにa26uoXEz座pou9/

‘てαSDP,ウ汀ａｐＯＥ“m6raU6dwEﾚCs，／Ｅｌ”似(てα/ｕｚＴｏＤ汀αてposてODS
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αJrZou9／rp6汀oしてのａＤＴ６し，α"てα汀o花Ｔ〔〃α［スビγ⑭し／立兀oXpWzdTouoz

助匹adWaUpo“E"oし．「この危険を乘りこえよと命ずるアポロン神の力強い

お告げは，決して裏切ることはないだろう。いく度も声高に叫び，そして裕め

によって財産を失って牛のように荒れているお前が，父を殺した罪ある者たち

を，同じ仕方で殺し返せといい，もし私がそれに加わらなければ，この熱い心

の奥底に冬の嵐のような（冷たい）不幸の罰をあたえるだろうとお告げになっ

ているのだ」（269-75)。ところでこのDP，力汀ａｐＯＥｐｍ〃「熱い心の奥底に」

に対して，同じ作者は「慈みの女神たち_Eumenidesにおいて，まったく同

じアポロン神の言葉を花ａｐ６ｉα心臓，心」を使った台詞にまとめている。そ

のオレステスの言葉を引用すると，兀α2丁の"6で几o山刀do載ａｓｗ〔てaZrzo9，／

iｶﾞｽγ刀兀poPaルの〃血してﾋﾞﾊﾟE"てpα花ap6Zq，／ｄ”て（てのﾚｳﾞ，ビproz似ＺＴｏｊ９

〈汀azTZoU9.「そしてこれらのことにはアポロン神もともにかかわっているの

だ。もし私が（父の死に）かかわりのある罪ある者たちに対して，これら（復

響）のことを少しでもしなければ，心に刺さる針のような苦痛を（あたえるぞ

と）お告げになっているのだから」（465-67)(7)。

同じ「慈みの女神たち」のはじめにはまた，息子のオレステスに殺された母

クリュタイムネストラが亡獺となってあらわれ，寝ている復讐の女神エリニュ

エス（のちに慈みの女神たちとなる）にむかってⅡ叫ぶ場面がある。てｚ６ｐＱ９；
｡"ZoTcu,”ｏＥ〃z花α了cひ汀6〃09,／ﾉﾘﾜ６，α”oｳo刀9汀ｳ,uα/ua10aXeEro，i〃T"Ｃｕ。

／‘ｽγ〃ＣＯレウ汀αｐ("６t"oz9”EZ6Eo山．「なにをしているのか，起きなさい。

疲れに負けないように，眠りでやさしくなって，その身のうけた苦しみを忘れ

ないように。もっともな答めの言葉に，心の奥底で痛みを感じるがよい」

(133-35)。この場合５万αｐ「心の奥底」は，痛みを感じる場所である。そこで

他の作品をみると，同じ動詞ﾑｽγ‘①を使った表現に，他の￣心」をあらわす

名詞が用いられている。先にあげたエウリピデスの￣オレステス」で，その母

クリュタイムネストラの父テュンダレオスは母殺しのオレステスのあまりの言

葉に立腹して，つぎのように述べている。（元ｆ２ｅｌｏａｏＤﾚ刀兀ｏＺ１ｘＤ元COTﾋﾞｽｽ刀

１６γい，／０１）て①６'α“β刀Lu'CDoTfJu'｡t入γｳOα(ＰＰ("α，／｣、ﾊｽ○し似，、ﾉ砿α９

(7TbＣＯし鰭ﾓｽ0モルP6jﾉoソ．「お前はずけずけとものをいい，言葉に臆するところ

もなく，私が心｡p`しαにiliWみを感じるような答えをするので，いよいよお前

を死罪にしてやろうという気持ちに私をさせてしまうのだ」（607-9)。この用

例のＰＰウレは明らかに「心」だから，ここにもう汀αｐとＰｐｶツ（ＰＬＰp(しES､）
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の交錯が認められる。この力冗αｐの「心」への合流がさらに進むと，つぎのよ

うなヘレニズム時代の表現が生まれる。そこでは航αｐは花pa6Z"，つまり

比ap6Zα「心（臓)＝とともに恋心の座となる。ス塘oし,,Ｅｐ①９，パpaDi"ＳＴＦ

/cαガガ汀α了０３゜で１６，（元zOU“９／βαｽｽ“し，ｉｶｽｽ◎てｉ“じてのレノzEｽﾋﾞ６Ｊし

似Erdβα、「エロスよ'心や肝臓を射るのはやめて，もし射たいと思うのなら，
私の身体のどこか別のところに変えてくれ」（｢ギリシア詞華集一Anthologia

Graeca5,224)(8)。

古代のギリシアをとりまく世界において，動物の犠性は宗教的な儀礼に欠か

せないものであった。印欧語族のヒッタイト帝國の人々の間では，とくに犠性

獣の心臓，肝臓，それに肩といった部分が神に捧げられた。これが心臓と肝臓

の重要性を高めたことは事実だが，とりわけ肝臓が注目されたのは，メソポタ

ミアを中心にセム系の人々からヒッタイトさらには西に進んでエトルリア，

ローマにまで浸透し，大いに珍重されたLeberschau,即ち，動物の肝臓，と

くに羊の肝臓による占いである。古代社会ではさまざまな占いが行われ，専門

の占い師がいたことはよく知られている。バビロン，アッシリアでは立ち上る

煙とか，水のなかにいれた油とか，薮によって，戦いや病人の運命が占われ

た。またローマにみられるように，鳥占いも盛んであった。しかしこれと並ん

で犠性獣の内臓による占いも行われ，心臓や肺，そして腸とか脾臓がそれに用

いられた。なかでも重視されたのが，肝臓の表面の観察による占いである。こ

れは，肝臓が感'情の座であると考えられていたからであろう。この風習は，

ドードーナやデルポイの神話などが広く信じられていたギリシアではあまり表

面化していないが，エトルリアの影響をうけた迷信好きのローマ人にはしっか

りとうけ継がれている。メソポタミアのマリMari,ヒッタイトではポガズケ

イBogazk6y,エトルリアではピアチェンツアPiacenzaなどから出土した数
多くの粘土，あるいは青銅でつくられた肝臓の模型が，そのなによりの証櫨で

ある。そのなかには文章も刻まれ，肝臓の各部分が図示されているものも多

い。これは恐らく学習用につくられたものらしい(9)。

その詳細な記述は筆者のよくするところではないが，専内書の教示によれ

ば，古バビロンの時代には，犠性の羊を殺す前に一定の質問がだされ，これを

肝臓の各部分の特徴に照らし合わせて，イエスかノーで答が示されるという仕

組みになっていた。そしてその大半は公的な生活とか遠征の見通し，就職など
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に関するものであったが，ときには個人の家庭のこと，病人についても問われ

たようである。占いのたびに羊を殺すわけだから，この占いが主に王室や軍事

などに用いられていたとしても，それは経済的に当然であろう。その検証はふ

つう肝臓の１２の区分の様相の一つ一つについて行われ，可否のどちらか多い

ほうが結論とされたが，もし同数ならば，占いはくり返して試みられた。どう

いう様相がよいのかについては，各部分についてのかなり細かな所見があっ

て，それに従っていろいろな答がだされたという。しかし時とともに生活も複

雑になると，これに関するテキストがつくられ，条件文と歸結文という形式で

とらえられるようになった。例えば，肝臓のナ、ａとよばれる部分に肉腫が

あったならば，病状について尋ねた病人は悪くなって死ぬだろうとか，胆嚢が

長いと王は長生きするだろう，といった形式である。胆嚢が長くて細いのは，

もっとも見分けやすい特徴であった。占いをしてもらいたい者は犠性獣を神殿

に連れていき，質問を粘土に書いて，お願いする神の像の下においておく。す

ると祭官の助手が動物を殺して，祭官の占い師が肝臓をとりだして調べ，占い

を行った。

現在のトルコのアンカラ近く，ヒッタイト帝國の主部ハットゥシャの書庫の

あったポガズケイからは３６の肝臓の模型が発見されているが，その大半は

アヅカド語でしるされている。しかし歸結文がヒッタイト語で書かれているも

のが４片あるという。その実例をあげておこう。ＫＵＢ４７２ｄ（rev・top）
(akkad.）ｓｕｍｍａｒＣ§martimtituraamSa51rimSakin-ma／me-Sa 

uS-ta-ha-aq（hitt.）LU-asU-i-it-ti-mi-e-ia-ni／ar-ma-ni-ia-at-ta 

na-aSSIＧ５－ａｔ－ｔａ／na-a5-Su-ma-a恩-taLU-asha-ad-ga-u-wa-az／
p6-e-da-azi5-pa-ar-zi-zi「もし胆嚢の頭が肉の盛り上がりのようになって

いて，そしてそれに水が混じっているならば，この人はこの年のうちに病氣に

なるだろうが，彼はよくなる。あるいはまたこの人は難しい状態から救われ

る｣。ＫＵＢ３７２２３（c）（akkad.）ＢＥＫＬＧＵＢｋｉ－ｍａＳＵ・ＧＵＲ－ｍａＧＩＳ・

ＴＵＫＵＬｓａ－ｈｉ－ｉｒ／（hitt.）Ａ－ｊＷｌＬＵＬ匝邑ar-di-ase-dine-a／URU

DIDLIpi-ip-pa-an-ziLとＫＵＲＬＵ－ａｎ／hu-ul-la-az-zina-a§se-e-er-Si-

i［t］／SIG5-an-ta-ri-atta［xxx］「manzEizu（肝臓の右側の一部）が輪のよ

うで，GISⅢＴＵＫＵＬ（"weapon(s)''どの部分か不明）にかこまれているなら

ば，その人の助人は彼方に去り，彼らは町々を倒し，敵はその人を敗り，そして

彼はその人の上にあるだろう。彼らは安泰である」（GUterbockによる)('0)。
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ヒッタイト，さらにはメソポタミアとギリシアとは，先史時代からかなり密

接な関係があったことは，神話の類型やAhhiyawa問題などからも明らかで

ある。そこで我々が当面する肝臓占いについてみると，まず力兀αてo-o阿冗`⑳

(-ｍo汀'α）「肝臓をみる（こと)｣，あるいはlEloo-o花o元fquac（-o花o汀Zα）

｢犠性をみる（こと)」という形があるが，これらはいずれもヘレニズム時代以

後のものである。ミュケーナイ時代からホメロスの叙事詩に，直接これを実証

する用例はない('1)。

しかしホメロスにはｅＵｏＤ応６０９という合成語がある。これは「犠性をみ

る」祭官か占い師と考えられる。イリアス最終24巻で，トロイアの王プリア

モスがわが子へクトルの屍体を引きとりにギリシア方の陣管を訪れようとする

のを，妻へカベが不吉を感じてひき止めるのに対して，王が断固たる決意を語

る一節に，つぎのような言葉がある。Ｅｊ陣〃γαｐ了tsvtL'ifﾊｽ０９上兀cx8o"Ｚｎﾙ

ﾋﾊﾟﾋﾞｽﾋﾞﾘE"，／》ｏｆ“して[⑩ＥｌｏｚＯｕｏｏ几6ｏｚガJEpｳE９，／‘ED66g花ＥＷ,αrノリE〃花αＺ

"ooPz“mEeaJuaﾊｽo〃・他,ソ６，αＤＴｂｓγｄｐ茂冗oUoaeEoD凡αＺ（oおＩＤα几oソ

ｒｌﾉT刀ソ,／Elluz，花ａｚｏ６Ｘ江lzolﾉ翫０９めびEてαZ．「なぜなら，この世の人間のだ
れかが（行くことを）命じたのであれば，－それが予言者であれ，犠性をみ

る者であれ，祭官であれ－我々もそれは偽りの言葉として遠ざかるだろう。

ところが今や私は神の言葉をきき，そして眼前にその姿をみたので，私は行く

のだ。その言葉を無にしてはならない」（24,220-24)。ここでは“"TzES「予

言者」ともlEP力ES「祭官」とも区別してeUoo花6ozがあげられていることに

注目したい。オデュッセイアでは，オデュッセウスの留守にその妻ペネロペイ

アに求婚する者たちの一人で，彼らのためのOUoo“ＯＳであったレオデスと

いう男が，彼らの無法な振舞いを憎み，遂にはそれを理由にオデュッセウスに

命乞いをしている（21,145;22,318,321)。この語はその後悲劇にいくつかの

用例があるが，散文では忘れられ，ずっと後にラテン語のharuspices「(内

臓）占い師」の訳語として復活しているにすぎない。従ってこの詩語は積極的

に肝臓占いを指示するものではないが，ホメロスのころに犠性の臓騎を観察し

て占いをすることを職とする人々がいたことを示唆しているといえよう('2)。

古典期のギリシア世界では，具体的に肝臓とはいわないまでも，事に当って

犠性獣の内臓による占いが行われていたことは文献の記録するところである。

例えば，歴史家へロドトスHerodotosはその「歴史」Historiaiにおいて，

まず２巻のエヂプトに関する記述４０章以下で，犠性式において牛や山羊の
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「内臓をとりだして焼くこと」力EEazpEoz9てのしｌｐのし苑αＺウパa0oz9に関し

てくわしく記述している。しかし占いについては，ふれていない。そこでギリ

シア人についての記録をみると，占いの事実が判明する。テルモピュライでペ

ルシア軍と対時したギリシア人には汀pCDTo〃luCレ６ノリα"てusノＭＥγcoTZ77g

&oz6dルビ９丁ｄｌｌ０ｄやpaoETのJuｾﾞｽｽo"てα坊EoOaZHJuaウｏＺＷｏｚＯｄ〃α丁。"，

(刀266応αDad丁6/zoｽof力ＣａしＣｌ(どαγγEﾋﾞｽα"てＥＳＴの〃〃EloofL”てウレ汀EpZo6o"．

「まず占師メギスティアスが犠性獣の臓腕を観察して，暁とともに死があるだ

ろうと告げたが，さらには投降者で，ペルシア軍の迂回作戦を報じた者もい

た」（7,219)。第９巻では，マルドニウスの率いるペルシア軍の進攻に対し

て，アテナイの要請に答えたスパルタ軍はコリント地峡に兵を進め陣を張

ると，他のペロポネソス諸國もこれに遅れをとってはならないと考えた。

ヒバヴウClル丁ＣＤ,ICO似ＣＤ花α入れGlo刀ｏｎしての〃［ての〃ｌｐの〃］上汀opEDoシＴｏ汀ａしてＥＳ

凡ａ２Ｚｔ汀z花"のりてａＵｔ９ＥｽEUoZ"α・汀ozｳＣａしてＥ９６Ｇ苑α２（し0α､でａｌｌｏｄ，ｄｊＳＷｐ（

(花αハルGPEE’てＯ汀p6o①６万oloEOo"てo,'ＡＯ刀"αZoz6iH,uαα６丁０６oz,６[αβCゆてE９

匹し｛兀馳入α“し09,oUluluzγ(しTＥ９６（＃し，Ｅ入EUC"Z．「そこで犠性の占いが吉と

でたので，全軍が出発してエレウシスについた。ここでまた犠性の占いをして

吉兆をえたので進軍していったが，サラミスから渡来してエレウシスで合流し

たアテナイ軍も，彼らと行を共にした」（9,19)。この例でみられる花αｽﾙﾓp“

(mid､花αﾊｽcEp<o似αz）は，兀αスルー￣美しい，よい」とlEp6〃（adj・lEp6M神

聖な｣）ｒ(聖なる）犠性」との合成を基にした￣(犠性の占いで）吉兆をえる

(mid.）吉とでる）をあらわす動詞である。この合成は，同じ作家のつぎのよ

うな表現に分析してあらわれている。これは，テイサメノスという「占師｣(b

0U6aE〃０９９．３３．，０６０“ｚ「犠牲を捧げて神意を問う｣）がスパルタ電に同行し

ていて，プラタイア地区でギリシア軍のために「武運を占った」と“"rEDEてo，

その結果を述べたものである。丁oZo2βEwU〃《Ｅｽｽﾜ皿兀α入αとγ〃Eてｏｒｄｌｐｄ

“”０匹ｼCUC2,6zαβｄｏｚ６６Ｔｍ'ＡＣ⑭刀0〃几a2JudX刀S茂pXouozoZj．「ギリシア

軍が守りにまわれば犠性の占いは吉，アソポス川を渡って戦闘をはじめれば凶で

あった」（9,36)。この几α１．…てｄｊＰｄ（…０５）は花αハルEIC〔Ｃｕの源で，この占

いが多用されていたことを示す有力な証櫨といえよう(１３)。

つぎにヘロドトスと並ぶ歴史家卜ウキュディデスThucydidesの「歴史」

Historiaiからの一例を示そう。タナグラに集結したポイオティア軍の指揮官

パコンダスは，アテナイの横暴を許さず，その軍勢と戦って雌雄を決しようと
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兵士たちを鼓舞する。その終の一節にいう。。"ＸＰウメル刀ＯＢ(ソてα９”Ｚｔ９Ｔｏ６９

ＴＥ汀pE0βuT(poug6luo[①βｶﾂαzToZSwpルビio7oz9，て００９てﾓﾚﾋﾞ①Ｔ６ｐｏｕ９

汀αT(PCJ〃てのツて6ｒＥｄγα8のlﾉγﾓﾚo瓜("６Jし万aZ6aSwTapao8az/z力aloXDしａｚＴｄ９

汀POC刀兀oDoa9aloETdS､，汀coTEDoαしてα９６G丁ｐ０ｆＣＤ元p０３ヵJuの〃lfbfoOaz，ＣＤ

てb1EPb〃ﾋﾙ6ノリ⑪９了aXZoα"てＥＳ"“oしてαz,比a2ToZ91CJooZ9ぱウメzｍｅｕｏａ,u("o(９

ﾍﾞα入ａｐａ⑪Ｅｒａｃ，ba6oEXcumoα‘てoro6Eにα２６〔應ａｚ５ｒ（。ルノuとしkpZEりてα（

汀POSてoDSM４ｶhJu”○匹"Cu９４万t6"てESにrdOOLuし，ｏｉＳ６６７Ｅ,"α2oしてｳ,ノＴＥ

ａｄＩｒの〃αlE2ﾋﾞｽEuOEPoD〃“X刀兀α】てカレｉｆﾊｽ①〃”６０ﾘｽoDoOauZt6i花②９，

ﾋﾟﾙαしてαγciルcoToLa〃'α６丁の〃ＣＤ花。刀(αo"．「これらのことを我々は思いl｣:)し

て，年長者は先の功績に劣らさらんことを願い，若き者は勇者であった父たち

の子として，傳來の武勇の徳を恥づかしめないように努めなければならない。

彼ら（敵）は不法にも神域に砦を築いて起居しているが，神は我らの側にあ

り，また我らの問うた犠性の占いも吉とあらわれているのを信じて，今こそ心

を一つにして彼らにむかって突き進むべし。彼らが欲する地があって，守ろう

としない者たちのところには，攻めいってとればよい。だが自らの地について

は常に戦いによってその自由を守り，他國の地でも不当に奴隷とされないこと

を誇りとする者に戦いを挑む者あれば，反撃なしに去ることはできないという

ことを示さなければならない」（4,92,7)。ここでも犠性を捧げてその臓鵬に

よって「神意を問うた我らに」”2〃ｅＵｏａぽしoz9「占いは吉とあらわれてい

る」（てdlEpd）にα入ａｐａ⑪ＥＴａｄと，ヘロドトスと同じ表現が認められる。も

う一例を，クセノポンXenophonの「アナバシス」Anabasisから引用しよう。

彼はメソポタミアで周辺の敵の攻撃に悩まされ，なかなかアルメニアの地に入

れないでいたとき，目HJな身で歩いている夢をみる。そこで指揮官ケイリソポ

スを訪ねて，その話をする。６６とガヴEＴ６Ｔ（花αｚの９丁αx(ＤＴａ動９２１〃〔Pαルモリ

<000"てｏ汀C〃てＥＳ汀aP6"てＥ９ｏｌＤ了ｐａＴＷｏＺ・花ａＺＴｄｌＥｐｄ圧αｽαガレビ６０，９と汀、

ＴＯＤ汀,oの丁Ｃｕ．「彼は喜んで，朝日がさしはじめるやすぐに指揮官がそろって

立ち会って犠性により神意を問うた。そして岐初の犠性でたちまちその犠性は

吉であった」（4,3,9)。これらの用例から，犠性による臓聴の占いのくわしい

内容はわからないが，それが軍隊の行動の是否を問うのに必要な手段であった

ことがうかがわれる。ギリシア人は，メソポタミアやヒッタイト帝國のように

宮廷をもたず，ポリスには王もいない。そして多くの大事を問うのは，デルポ

イなどの神話に委ねられている。先史時代から存在した予言者は，いちじるし
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<権威を失っている。そうしたなかで，なお神意を問うべき場といえば，戦い

である。しかもこれは緊急に答えが必要である。既述の用例は，そうした事情

を反映している(M)。

肝臓の占いは小アジアとも交流があったと思われるエトルリアを經てローマ

に傅えられ，ヘレニズム時代になってギリシアに逆流していった。キケロ

MarcusTulliusCiceroは「占いについて」Dedivinationeという一箸を著

して，神の啓示と人間の予言に関するさまざまな問題を論じている。divina-

tio``divination'，とはquamGraecilualﾉでz花ブルappellant，idestpraesen‐

sionemetscientiamrerumfuturarum「ギリシア人が“してz兀力とよぶも

ので，即ち，未來のことを予見し知ることである」（１，１)。キケロの説明

（1,117-18）によると，この宇宙には神が存在し，人事を支配しているか

ら，そこに起ることについても神の啓示があると考えざるをえない。そしてそ

の神の示す印しは，なんらかの方法で我々にも識別されるはずである。そこで

キケロは，紀元前３世紀ころからギリシアに興隆したストア学派の説を引用す

る。namnonplacetStoicissingulisiecorumfissisautaviumcantibus

interessedeum；ｎｅｑｕｅｅｎｉｍｄｅｃｏｒｕｍｅｓｔｎｅｃｄｉｓｄｉｇｎｕmnecfieriullo 

pactopotest．「というのは，ストア学派の人々は，肝臓の一つ一つの割れ目

とか鳥の歌に神がかかわりがあるとは認めない。なぜなら，それは神にとって

その榮譽にふさわしくないし，またどうしてもふさわしくなるとは思えないか

らである｣。彼は新プラトン学派の懐疑を旨とする哲学の徒として，いろいろ

な予言の方法をとり上げ，その信魑性を検証しようとする。そこでまず「内

臓」ｅｘｔａの観察が問題になる。「占い師」haruspicesがいうことはずっと観

察した結果だとしても，quamlonginquotemporeobservaripotuit？「どれ

だけ長い時間観察できたというのだろうか」という疑問がある。そして彼はさ

らに綱けてつぎのように述べている。autquomodoestcoUatuminter

ipsos，ｑｕａｅｐａｒｓｉｎｉｍｉｃａ，quaeparsfamiliarisessot，quodfissumper‐ 

ｉｃｕｌｕｍ，quodcommodumaliquodostenderet？ａｎｈａｅｃｉｎｔｅｒｓｅｈａｒｕｓ‐ 

picesEtrusci，Elii，Aegyptii，Poenicontulerunt？ａｔｉｄ，praeterquam 

quodfierinonpotuit，nefingiquidempotest；ａｌｉｏｓｅｎｉｍａｌｉｏｍore 

videmusextainterpretari,nocesseunamomniumdisciplinam．「(内臓

の）どの部分が不吉で，どの部分が吉であるのか，（肝臓の）どの割れ目が危
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険で，どれが有利なものを示しているのか，これらの点についてエトルリア，

エリス，エヂプト，カルタゴの占い師たちは相互に話し合いをしたのだろう

か。そんなことは実際にありえなかったばかりか，想像することもできないの

だ。なぜなら，我々のみるところ，それぞれが違ったやり方で内臓は説明さ

れ，すべてに－つの原則などはないからである」（2,28)。ローマでは羊のみ

ならず，鳥や牛の肝臓や肺臓も占いに用いられたらしく，ある牛の肝臓は軟ら

かでしっかりしているのに，他の牛のものは，固くてしぼんでいるとき，その

条件や色からなにがいえようか，とキケロは疑問を述べ，内臓のなかのなにが

自然に未來を示すことができるのだろうか，と率直に間うている(2,30)。こ

のようなキケロの言葉の裏には，当時のローマ社会において肝臓をふくむ各種

の占いがかなり流行していたことがうかがわれる。そしてなかには彼にとって

とうてい納得できないような予言を口にする者もいたに違いない('5)。

さてここで肝臓の占いが行われことを示す実例をあげておこう。紀元前208

年のこと，カルタゴの勇將ハンニバルとローマの執政官ＭＣ、マルケルス

Marcellusは，南イタリアのタレントゥム周辺ではげしく戦っていた。カル

タゴの伏兵のために多くの兵士を失って後退したマルケルスは，雨軍の陣誉の

間にある森におおわれた丘を敵に先んじて占拠しようと考えた。そこで自分の

息子をふくめた軍隊を先発させる前に，彼は犠性を神に捧げてこれからの戦局

を占った。etprimahostiacaesaiocursinocapiteinventum,insecunda

omniacomparuissequaeadsolcnt，auctumetiamvisumincapiteinec 

idsaneharuspiciplacuissequod，secundumtruncaexta，nimislaeta 

apparuissent．「そのとき最初の犠性からは，頭（の隆起）のない肝臓がでて

きたが，つぎのものではすべてが異常なしとみられたし，頭にはふくらみがみ

られた。整っていない，形の悪い内臓に綱いて，あまりにも喜ばしいそれがあ

らわれたということは，占いをする者には本当に氣にいらなかった」（リヴィ

ウスTitusLivius「ローマ建國史JAburbecondita，27,26,13-14)。しか

しマルケルスは戦意が高揚して敵の陣地が近くにあることに氣付かなかったた

めに，命を落とすことになる。つまり，占いの予言がここでは的中したわけで

ある。

カエサルの後を継いだアウグストゥスAugustusについても，スエトニウ

スGaiusSuetoniusはその「ローマ皇帝博」Devitacaesarumのこの皇帝

の巻95節に，つぎのような逸話を醤き残している。彼の身辺にはいろいろと
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不思議なことが起ったらしい。例えば，カエサルがある戦いのとき陣誉の場所

を選んで森林を伐採していると，椋欄の木があったので，これを勝利の前兆と

して残しておかせた。するとこれに若い枝がまもなく生えてきて，親木に劣ら

ないくらい急に成長した。このことに心を動かされたカエサルは，アウグス

トゥスを後継者にする決意を固めたという。さて当のアウグストゥスだが，

primoautemconsulatuctauguriumcapicntiduodecimsevulturesut 

Romｕｌｏｏｓｔｅｎｄｅｒｕｎｔｅｔｉｍｍｏｌａｎｔｉｏｍｎｉｕmvictimarumiocinerarcpli‐ 

cataintrinsecusabimafibraparuerunt，neminoperitorumaliter 

coniectantequamlaetaperhaocotmagnaportondi．￣はじめて執政官の

職について鳥占いの儀式をしていると，１２羽の禿げIMIがロムルスのときのよ

うに姿をみせた。まだ犠牲を捧げていると，すべての犠性の肝臓がもっとも下

の葉のところから内側に二重にまがっているのがみられた。老練な占い師たち

はみな，これは喜ばしく，また大いなることを告げる兆しだというだけで，そ

れ以外の推定を下さなかった｣。この逸話のことが実際にどこで起ったかにつ

いては，大プリニウスGaiusPliniusがその「博物誌」Naturalishistoria

ll1190においてふれている。それはローマの北のスポレティウムSpoletium

でのことで，アウグストゥスが６頭の犠性の肝臓を使って占ったところ，そこ

に先に述べたような異常がみつかり，彼は一年のうちにその力を倍にすると予

言された。そして事実，その占いの通りになったのである。

これまでにみたように，古代の印欧語族にとって「'１１:臓」は肉体的にも宗教

的にも重要な器官であった。その重要性が，これをあらわす形の非常に古風な

変化を支えたのであろう。その主な対應をあげるとskr,yakrt-，（genJ

yaknAs,ａｖ､yakaro,ｇｒ.ｉ"α,０１ガ汀aro91at・iecur<*iequor-t（？)，ieci‐

noris，lithjCknosで，インド，ギリシア，ラテン語の属格形は，主格の語

幹ｒに対して、をもつ典型的な中性のheteroclitica異語幹曲用である(ｉ６ｊ。

ラテン語のiecinorisというiter-道｣，itincrisと同じ苦心の類推属格形を

みても，この異常な語の傳統が容易に失われなかったことを示している。この

対應の一つの問題点は，＊yekwr-と再建される母音のｅの長短である。イラン

とギリシア語の形は，これが長いことを示唆している。もしこれを本來短いｃ

とみれば，この嗣派のｏは，主格における延長段梯とみなされる。もう一つの

問題は，これがゲルマン譜のｏ・norse・lifr，Ｃｅ、libｏｒ＞liber，ohglebara
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＞Leber,それにａｒｍ,leard（gen,lerdi）を加えた対應と語源的に一つのも

のかどうかという疑問である。

はじめのｅの長短については，確実に＊｡/０という母音交替が指摘できれば

長母音が仮定されるから，弱階梯の形の有無が課題となる。そこで問題となる

のは，Ｌat．（gen.）iocinerisという形の母音ｏである。この属格形はプラウ

トゥスでは非常に多い。これは，ｉｔｅｒの属格itineris￣道」が古い-,-語幹の＊

itin-isを嫌って主格の－r-語幹に合わせた類推形として一般化したのと同じ

ように，iecurの－r-に倣って再構成された形であることは明らかである。そ

の証櫨に，同じ喜劇作家は*iecin-isを嫌ったiocinerisのほかに，iecorisと

いう形を１０回も用いている。またラテン語にはiecinerisという形も登場す

る。iocinerisの母音ｏは他の語派にみられないので，印欧語の名詞にあらわ

れる強階梯ｅに対するゼロに代る弱階梯のｏと解釈することも可能である。

しかし＊ｃに対する弱階梯ａの証明にはならない('１)。

たとえこのラテン語の属格の母音ｏが祖語につながるものとしても，Bur-

rowが主張する*C/ａのｏ〉ｕに基づくｌat＊iacinisの反映とは考えにくい。

また「キャヴィア」をあらわすruss，ikrA,ｏ・russ，ikra,lith，ikraiJett・

ikri＜*ikOrが，この「肝臓」と同一語源だとしても，このｉが*y5-/y3->ya-，

i-のあらわれとは考えられず，むしろ＊yekw-の弱階梯である＊ikw-から，よ

り自然に導かれよう(i8)。このラテン語の形以外は，バルト語派にｅと並んで母

音ａを示す（j)aknosがあるが，これだけで長母音の弱階梯を説明すること

はむずかしく，やはり＊yekwr-tから出発すべきだろう('9)。

もう一つの問題は，ゲルマン語とアルメニア語の戸肝臓」をあらわす形が，

上掲のインド語派以下の対應に関係ずけられるかということだが，これは音対

應の上からは不可能である。この２つの語派の形は，共通して１－をもってい

る。また語中の子音も，＊-kW－はアルメニア語では帯氣音のｋだから，leard

はまったく合致しない。にも拘らず，この統一された「肝臓」を仮定しよう

とするのは，「肝臓一に対する古代人の言語的なタブーが，本來の＊yekwr-tを

*lekwr-tに変形したのではないかという，言語外の影響を想定しての推論であ

る。またこれとは別に，本來の形を＊lekwr-tとして，ｌ－ｒの２つの流音の連績

からのdissimilationによって＊yekwr-tを導きだそうとする解釈もある。さ

らに第３の仮定として，＊lyOkwr-tを想定して，１－の消失を考慮するという説

明もみられる。これらの解釈はどれも￣肝臓」の対應を－つにまとめようとす
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る立場から出発したもので，そのために無理な仮定をふまざるをえない(20)。

ところが先に示したように，ヒッタイト語にlegi-，あるいはli案ｉ－と推定

される中性の「肝臓」が指摘されたことによって，上記のheteroclitica以外

の対應の解釈は大きくみ直されるに至った。というのは，Schindlerに従って

arm・leard＜*lihard＜＊lisrtとすれば，これとHitt､li語ｉ－＜＊lis-i-は容易

に関係ずけられるからである。そしてゲルマン語派の形は旧説に従ってskr、

r6pas-「よごれ｣，ｇｒ・スz汀ap6ST脂肪の，油で光る｣，スZjTo9「脂肪，油｣，

動詞形のskr・limpati￣ぬりつける｣，ｇｒ．〃ｽﾓﾋﾞP⑩「油をぬる｣，ＯＣＳ・

pri-llpeti「付着している｣，lithlipti「はりつける＿などとの対應を考慮す

れば，その「肝臓」には本來肛兀ａｐ６９と同じ「脂肪の」という原意が推定さ

れよう。そしてここにアルメニア，ヒッタイト語にゲルマン語の対應が加わっ

た，形容詞から鱒じた*lcip-，＊lcis-という「肝臓」が想定される。その結果

これと古い*yekwr-tと，２つの「肝臓」が祖語に存在したと考えられる(２１)。

その他の「肝臓皇としては，まずスラヴ語派のＣｓ・j9troは，skr・antar「内

に｣，Gmtara-「内の｣，ａｖ・antarO，lat・inter「…の間に｣，interior「内

の｣，さらにskr・Emtra-,ｇｒ（､.pL）1,ﾉてどpα「内臓」との関係から，その原

意は明らかである。russ．ｐ“on，（ｆ）＜ｏ・russ､peCenIは，lithkCpenos

(pl.）「肝臓」とkepti「焼く＿との関係から，russ・pec，「焼く」の派生形と

して，本來は「焼いた（肝臓)」であったに違いない。このように本來はｒ肝

臓」の形容詞であったものが，￣肝臓一そのものに鞠じた例としては，上述の

ヒッタイト語などの←脂肪の（肝臓)」のほか，現在のロマンス諸語のfr・

foie，ital，fegato，ｓｐ、higado，ｒｕｍｆｉｃａｔがある。これらの形はlat．

(iecur）ficatum,つまりflcus「いちじく」からつくられた｢いちじくで太っ

た肝臓」に源をもつもので，これはさらにｇｒ.（5汀α,｡）びり花`Jr69（CDに。〃「い

ちじく」）のloantranslationにほかならない(22)。

ケルト語派はまったく孤立した形をもっている。ojr．（ｆ）６a，welsh

(、）afu，bret・ａｖｕである。その語源は明らかでないが，これとは別にアイ

ルランドではtromchride（pLtruim）「重い心臓」（cride「心臓｣）という

合成語がｒ肝臓」に代用された。これは本來は「軽い」をあらわすscam「肺

臓」に対比されたものである。またこのほかに，この言語の方言形にはcru‐

aidｈ「固い」が用いられるという(23)。
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肝臓に関連して，いくつかの臓器についてふれておこう。まず「腎臓」だ

が，旧訳のヘブライ世界では，腎臓は心臓とともにもっとも内的な，かくされ

たものとして，大きな悲しみとか，あこがれの座とされていたという(釧)。これ

に対して印欧語族では，そのような事実はみ当らない。その用例は，インド語

派については先に示したＲＶ10,163,3,ＡＶ２，３３，３に，他の内臓の名稽と

並べて言及されているが，そこで「腎臓」をあらわすとされるskrmAtasna-

(matasnu-という形もある）というthematicの中性名詞はまったく孤立し

ていて，語源も明らかでない。同じｓｋｎｖａｄｈ－「うつ，殺す」の派生形vad-

hasna-,vadhasnu-「凶器」から考えると，mata-の部分になにか動詞がふ

くまれているように思われるけれども，これに相当する語彙はわからない。

この不可解な形と並んで，インド語派にはヴェーダ時代の末期からvrkka-

というｋの重複をもつ形が用いられ，パーリ語でもvakka-として生きてい

る。そしてこの語派のなかではmAtasna-のほうは消失し，vrkka-がＦ腎

臓」のほかに「肝臓，内臓，心臓」など，言語によって意味はまちまちである

が，現代のインド・アーリア諸語にまで生き綴けている。これに対應するイラ

ン語派のａｖ･vere5ka-,中期のkhot・bilga-,それに現代のpers,gurdaとい

う形をみると，skr,vrkka-には＊vrt-ka-が予定される。またもう一つの，

ヴェーダ文献に数例みられるｖｒｋｙａｕ（dual）にも＊vrtyauが仮定される。こ

のvrt-は形の上からはvartater向きを変える，回す」（lat・verto，goth

wairOan,germwerdenetc.）の対應と関係づけられるとすれば，これは本

來は腎臓の丸みをおびた包みこむような形に因む名稻であったと考えられる。

しかし一方ではブラーフマナ文献にvrkal且（ｆ）という，ある「内臓の部

分」をさす形があり，これとの関連も無視できない，その意味では，このイン

ド・イラン語派の形も語源的な分析はむずかしい(25)。

これに対してｇｒ．（pL）ソEPlooEはｏ・norsenyra,ｍｅ,n5re，（kid-nere＞

kidney)，ｏｈｇｎｉｏｒｏ＞Niereというゲルマン諸語の形＊neuranとの対應が

可能である。またローマではlat．（pl.）renes（fr・reins，itaLreneetc.）

に駆逐されたと思われる形で，ｇｒ.シEPpOZに対應する語奨がFestusの語彙

集に記録されている。それはPraeneste方言のnefrOncsと，Lanvium方言

のnebrundinCsである。Szemer6nyiによって，これらの対應を*negwhro-

と再建すれば，先にあげたlat,renesもこの対應にふくまれる可能性がある。

というのは，この再建形にｎ－ｒ－＞ｒ－ｎ－のmetathesisを予想し，ｌat,regno-
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＞ｒＣｎｏがえられる。そこでこのｏ－語幹の形がlien「脾臓」の影響で，ｒｅｎ－

という子音語幹に鞠じたとみることができる。その証撞に，このrcnCsには

rienCsという形も使われているからである。またこのギリシア・ラテン・ゲ

ルマン諸派の対應には，さらにケルト譜派のojr.且ru,welsharenuも加え

られる(26)。

この「腎臓」について，ギリシア人が残したいくつかの用例にふれておこ

う。ギリシアではこの鶚官が膀胱につながるものであることは，早くから知ら

れていた。プラトンはＦティマイオス」Timaios対話篇の終りに近く，病氣

について語った後で，太古に臆病な男が生まれ変わりとして女になったという

説をだす。そこで神々は人間に生殖の欲望を促進したのだが，その過程をつぎ

のように述べている。丁ウリてＣＤ元oToD6z態C60ソ,カヴzdToD元ｽEDao"ＯＳ’て０

万dMzal>汀DroD9しEPpoDga9了ｶｯﾊﾟＤＯＴ山（ｽ00レパα［ての、ﾉﾋﾞ､ノリαてｚ０入”０６〃

ｏ”Eに汀`lLz7za6EXoノリ("刀，ｏ”〈てｐ〃ｏａｙＧｌ９ｒルヒパてけＳＭ[EPaスワ９兀ａｒｄＴｍ

ａｊｘ('ﾉα〃αＺ６ｃｄＴｶﾞSbdxELuSWUEl0しDUlU7TE汀Ｗ６てα'６レヴカＣ〃<“α（〃て０６９

万p6o6EWl6γo9Eir〉T０匹ﾓﾚ．「飲物の通路だが，飲んだものは肺を通って腎臓の

下にいって膀胱に入るが，それ（膀胱）はうけいれておきながら呼氣に圧され

て，それを（呼氣もろとも）送りだしてしまう，その通路に（神々は）穴をあ

けて，これを，頭から頚を通って下にきて背骨を通って合成された髄に通じる

ように結びつけた。この髄とは先の話で我々が精子とよんだものであるが」

(91a-b)。これが生命的な欲望になってエロスに発展していくわけである。

飲物が肺を通って腎臓にいくということは今では考えられない説だが，ギリ

シアでは医学書にも認められていたようである。それだけ兀咋“の〃￣l1ilj臓」

としEjPoiは，密接なものとしてとらえられていたのだろう。アリストパネス

Aristophanosの喜劇蛙」Batrachoiにも，つぎのような場面がある。これ

は英雄のヘラクレスに化けたディオニュソスが地獄に下りたったところで，そ

こでヘラクレスに`恨みをもつ門番のアイアコスにさんざんに悪口をいわれる。

地獄の111のアケロンの崖とか，コーキュトス111のはね廻る犬とか，α`⑩α０，

６〃α丁oγ比〔Pα入０９，ガＴｄｏ兀入｡γｽﾞﾚαＣＣＵ／６ＣａＯ元apd§α，兀入EU“し①〃「’

ﾑﾚ0”ETα[／ＴａｌＯＴ"OOZalUDPααα，でめしEPlOdj6fOOU／αりてOZO山と"て〔POLOル

カノUaTuMZ("①／６０α0刀ｄＯｍｒａｚ⑰,０７６"ＥＳＴ“elodocα(,／k9o'ａｓとγの６po似aZo〃

bpﾉ仏加⑳7T66a．「百の頭をもつ大蛇エキドナが，お前のはらわたを引き裂く

ぞ。タルテーソスの八つ目うなぎがその肺にかじりつき，お前の二つの腎臓を
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臓脇もろともテイトラスのゴルゴンが血だらけにしてきり裂くぞ。このものど

ものところへ一走り，連れにいくとしよう」（473-78)。

この傾向はローマにも認められる。ホラティウスの「書簡JEpistulae1,6

には，つぎのように歌われている。silatusautronesmorbotemptantur

acuto，／quaerefugammorbi，visrectevivere：ｑｕｉｓｎｏｎ？／sivirtushoc 

unapotestdare，fortisomissis／hocagedeliciis．￣もし肺と腎臓が辛い

病いにおそわれているのなら，病いの退散を求めるがよい。君は慈なく生きた

いと思っている。だれがそうでない者がいよう。もし徳だけがこれをあたえる

ことができるというのなら，快樂をすてて強くこの道をいくがよい」（２８．３１)。

ギリシアでは「腎1徴」について面白い使い方がもう一つ残っている。この器

官は膀胱に直結するので，これがβＣｕβの〃「鼠経部，股の付け根一の代用とし

て，とくにその部分がふくらむ病をあらわすβｏＵβしリレｚｄｃｄという動詞とと

もに用いられていることである。つまり，この用法は〃EPICのが「畢丸当の

euphemismになることを示している。先に引用した「蛙」のなかで，悲劇作

家エウリピデスが唱える詩句のなかにくり返しでてくる兀67ＴＯＳ「打撃」を皮

肉って，ディオニュソスはいっている。のＺＥＤβaozｽﾓ，，ｒｂｘｐ”αての〃
に6汀６J〃５ＣＯ".／とγのばしｏｍＥｌ９ｒ０βα入αしEZ⑳β０６１０ノリα(．／、汀ｂてのし花6元⑪ツ

γｄｐＴのしEppのβoﾘβuルzの．「おおゼウス大王よ，このkoposのすごいこ

と，どれほどになるのやら，俺は風呂やにいきたいよ，こう打たれては腎臓が

はれ上ってしまうからな」（1278-80)。同じ作家の「女の平和」Lysistrateで
は，戦いに明け暮れる亭主たちをこらしめるためにセックスのストライキを行

う奥方たちが主役だが，やっと奥方をつかまえたのに巧く逃げられたキネシア

スにむかって，男のコロスがつぎのようにいっている。極γ①γ'０１花Tip①｡'．

αｌａＺ．／万OZO9γｄｌＯｌﾉ⑰PO9iiレム"てZOXOZ，／7TOZα‘UX力，汀OrOz6’５，OXag,／

汀o〔α６，６Ｗ､０９，万ozo９６，６ploo9／花αＴα丁ビルＱＵＥﾂＯＳ，／兀αｉ”β"めしてoD9

5pBlooUg；「私も氣の毒に思うよ，ああ。どんな腎臓が，どんな魂が，どんな

金玉が，どんな腰が，どんなお尻が耐えられようか，苦しめられて，その上明
け方にやらずにいるなんて」（961-66)(27)。

スラヴ語派の「腎|鱗」はｏ・russpo6Ika,russ・p6Ckaだが，これは「芽」

をあらわす形と同じである。語源的にはこの言語のp66en，「肝臓」と同じ

く，pec，「焼く」の派生が考えられる。これは先にふれたように，犠牲に捧げ

る腎臓に因んだ形容詞の名詞化であろうか。しかしこの形より古いのがＯＣＳ．
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(n.pL）istesa,ｏ，russ・ｉｓto,russ、ｉｓｔｏである。これはバルト語派のlith

inkstas,lett,Ikstsのほかにゲルマン語のｏ､norseeista「睾丸」と関係ずけ

られている。これらは形式的に＊id-s-toと分析されるから，語根*oid-「は

れる，ふくれる」（gr､0166ｃｄ,ol6mu,armaytnumetc.）が予想される。そ

の場合「はれている」という名稲は，「腎臓」の病的な一面に因むものであろ

う(26)。

つぎに「肺臓」について考えてみよう。この臓器をあらわす形は言語によっ

てかなり違っているが，それでも印欧語族がこれについて２つのとらえ方をし

ていたことがうかがわれる。

その一つは，「肺」が肝臓などより軽くて水に浮くという事実に因んだ命名

である。その典型的なものはｇｒ・兀入E“Ｃｕ"，（pL）兀入E０匹o〃ESである。この形

はホメロス以來のものであるが，古典期の劇には汀"ＥＤｊｕα「呼氣」との連想か

ら汀"E､ﾉucJしという形も登場し，こちらがそのまま近代に至っている。プラ

トンは「テイマイオスー,８４．で，６丁の〃汀しEu“て①〃ＴＱＣの“てＺｒα“α９

万ｽﾋﾞ“CUIﾉ「身体に呼氣を供給するものが肺である」といっている。このよう

に「肺」が「呼氣」に結びつけられたのは，軍に形が類似しているというより

も，その派生がはっきりしなかったからであろう。ところがこの冗疋Ｕ－は，

形の上からはｇｒ・汀ﾊｾﾞｑＪｒ航海する｣，冗几６０９「航海｣，あるいは冗入`②と同意

のＯＣＳ・plovO，さらにはskr､plAvate「浮く，泳ぐ｣，plavA-r小船｣，lith

pladti「浮く，すすぐ｣，Toch．（Ｂ）ｐｌｅｗｅｒ海」などの対應の基礎となる語

根＊pleu--浮く，泳ぐ＿に関係することは疑いない。それではなぜ「肺」が

この語根の派生形となるのかが問題となる。それは古代人の知恵である。彼ら

は犠性に捧げた動物を食べるために，その内臓を屠殺後に水をはった器にいれ

て洗ったりした。ところが水にいれると，「肺臓」は「浮いたまま＿で，心臓や

肝臓のように沈まない。そこでｇｒ､冗入E“CO〃という形が生まれたのである。

ラテン語のpulm6，（gen.）pulmOnisは現代のｆｒ、poumon，itaLpul‐

ｍone,ｓｐ・ｐｕｌｍｏｎの源だが，これが既述の汀ｽﾋﾞO/U＠しと同じ語源にさかのぼ

るか，あるいはその借用語かは説がわかれている。いずれにしても，－１(e)ｕ－

でなくて‐ul-をどのように解釈するかが問題である。またskr､klomAn-，

palikilomaka-も，もしギリシア語との対應を認めるとすれば，＊ｐ－ｍ－＞ｋ－ｍ

の変化を予定しなければならない。ある熱病の名前であるskr､takmAn-は，
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本来は身体の「熱力」をあらわすtapas-から考えて゛tap-man-に由來する

としたら，これらのｐ〉ｋの変化は一種のdissimilationとみるべきであろう

か。このギリシアとインド雨派の「肺臓」は，接尾辞の一致からも同一語源と

みてよいだろう(29)。

バルト，スラヴ語派にもlith．（pL）plaUciai，ｏ・pruss・plauti，OCS．

(npL）plu息ta,ｏ､russ・pljuCa,russpljuCeのように，同じ語根*pleu-か
らつくられた「肺臓」が認められる(30)。またインドに接するイラン語派の古い

資料は，後述するようにインド語派とは異る形をもっているが，もっとも西に

位置する現代のオセット後にはrSeuBeg,ｒｕｏｇという形が「軽い，不安定な」

という形容詞と「肺臓」を兼ねている。このオセット語の形は*fravaka-に基

づくもので，既述のskr,plAvate「浮く，泳ぐ」と対應するＡｒ・fra-fravaite

｢めまいがする」と同じ語根の名詞形である。これらの広い対應の分布からみ

て，この水に￣浮くもの＿としての戸肺」は，印欧祖語にまでさかのぼるもの

と考えられる(31)。

さてこの「軽い」という形容詞が「肺臓」に用いられるのは，先に述べたよ

うにこれが水に浮くということに関連している。この輔用は印欧語のいくつか

の語派に認められる。スラヴ語のｏ・russlegkoje，russlegkoeはl6gkij

｢軽い」の中性形であり，英語のlights,ポルトガル語のleves（adjleve〈

lat､levis）も同様である。ｏ・ir・ｓｃａｍ,scaman,welshisgafnも「軽い」を

兼ねている(32》。

またゲルマン語の英独語のlung,lungeも，さかのぼればoelungen，ohg，

lungen,さらにqnorselungaがあるが，その対應を探ると＊(0)lngwhU-〉
skr・laghd-，raghh-「速い，軽い｣，ｇｒ・ﾋﾞｽαXO9「小さい｣，さらにlat，

levis1lith，lengvas，ＯＣＳ，lIgUkU，goth，leihts「軽い｣，ｏ・ｉｒ．（comp.）

laigiu「より小さい」との関係は明らかであり，ここでも「肺」が「軽い」も
のとしてとらえられていたことがわかる(33)。

これまで述べたような水に「浮く」「軽い」肺とはまったく別に，擬音的な

性格をもった「肺」の語奨がいくつかの語派に散在している｡例えば，古代イ

ンドの医学書にみられるskr・phupphusa-（、)，phuphusa-（､）は，ｌまあ

はあと激しく息をしている状態をあらわす擬音語である。hitt・hahri-

（akkadha§ﾛｰ）もｈの重複からみて，その成立には同じような過程が予想さ

れる(34)。－見これに類する形として，イラン語派のａｖ・ｓｕ昌一，（ｆｄｕ.）ｓｕ恩i－
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がある。これはkhot・suviiをはじめとして，中期ペルシア語を通して近代

目usに至るこの語派の「ilj臓」であるが，不思議にインド語派にこれと対應す

るかと思われる＊susi-「呼氣」という形があったらしく，近代語にその痕跡

が残っている。またこの語派にはsuSi-￣くぼみ，穴」という形があり，skr．

§vAsiti「息を吹〈」〈＊Rwes-と関係ずけられているから，ａｖ・ｓｕ§-もこれ

に属する可能性がある(35)。

《注》

（１）拙著「ことばの身体誌」東京1990,19of．

（２）古典期には同じ（、）yaksman-「病剰」が一般的である。それについては
Ｊ，Filliozat：LEldoctrincclassiquedelam6decineindienne，Paris1949, 

80-89にくわしい。なおヴェーダ時代の解剖の知識については同書117-137゜

（３）例えばアタルヴァ・ヴェーダ（ＡＶ）９，７，９－１２゜これは雄牛について「その

腰はバラモンと王族，その股は軍隊，…その心臓は心，肝臓は知慧…」と歌われ
ている。

（４）その器官はまずnfihhis，hrdayam，kloma，yakrt，pllhEi，vrkkau，bastis
「へそ，心臓，肺臓，肝臓，脾臓，腎臓，膀胱＿だが，これ以下の腸の区分を示
す語は専門用語らしく意味が不明確のものもある。Ｐ､Sharmaのテキスト

（Varanasil981）と訳によるとpurrSZIdhnras「盲腸」（purlS且dhnnas「直
腸」の誤りか，plTSa-は「糞_)，Eima6ayas「間｣，pakvd6nyas「空腸」（ＢＷ
ではUnterleib，)，uttaragudam「直腸」（面択は「上腸｣)，adharagudam
r肛門」（直訳は「下賜)，ksudr且ntram「小腸｣，sthul且ntram「大腸｣，

vapEWahanam「網膜」（vapZiだけでもこの意味)。

（５）古代インドにも多くの呪法や迷信があったことは，アタルヴァ・ヴェーダをみ

ても明らかである。スッタニパータにもつぎのような教えがある。Athab‐

banalhsupinalhlakkhanam／novidaheathopinakkhattam，／virutafi 

cagabbhakaranam，／tikicchammamakonaseveyya.／／戸魔法，夢占い，
相占い，さらにまた星占いを行ってはならない。鳥獣の声の占い，懐妊術，医術
に，わが信徒は従事してはならない」（927)。

これまであげた内臓の名榊の羅列は，インド以外にはあまりみられないが，ラ

テン文学につぎのような例がある。これはプラウトゥスPIautusの喜劇「クル

クリオーCurculioの２３６行以下で，奴隷に，どうしましたと尋ねられた遊女屋

の主人が答える台詞に，lienenicat,renesdolent,／pulmonesdistrahuntur，
cruciaturiecur，／radicescordispereunt,hiraeomesdolent．「脾臓がきり

きりと痛む。腎臓もよくない。肺がこわれそうだ。肝臓がしぼられるようだ。心

臓の線がだめになる。腸ぜんたいがよくない｣。これに対して奴隷はすかさず医

者を眞似て，tumteigiturmorbusagitathepatiarius．「ではあなたは肝臓病
にかかっているのだ」といっている。ここに使われているhepatiarius「肝臓
の-,という形容詞は，ｌat,iecur「肝臓」ではなくて，同じ意味のｇｒ・ji汀αｐ
（gen・ガ汀αTOS）の派生形である。これは当時のローマでの医学にギリシア語が
使われていたことを示している。
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（６）汀pajTZ5E9，Ｐｐ〃〔９（sq.｡Pｳ"）ともに印欧譜としての確実な対應に乏しく，
その語源は明らかでない。前者についてはＳ・DSullivan：元Pα汀Z6E9inHomer，
Glotta65，1987,182-93゜この論文で著者は雨語について，Bothseembest
describedasentitieslocatedsomewhereinthechestregionButeven 

thoughtheyaresimilarlvlocated，theymaybedistinctinnaturo． 
（p､191）と述べるに留っている。後者については，ＳＩｒｅｌａｎｄａｎｄＦＬ．Ｄ・
Steel：のPルビgasananatomicalOrganintheWorkｓｏｆＨｏｍｅｒ，Glotta
53,1975,183-95,そして前掲汀Pα汀t6`９の論文の著者によるＡｎＡｎａｌｙｓｉｓｏｆ
ＰＰ⑪ｆ９ｉｎｔｈｅＧｒｅｅｋＬｙｒｉｃＰｏｅｔｓ（excludingPindarandBaccylides)， 
Glotta66，1988,26-62があるが「肝臓」との関係については特別な指摘はな
い。のp①`９「横隔膜」の,機能についてはアリストテレスAristoteles「動物の諸
部分について」PorizOiOnmoriOn672blO以下にくわしい記述がある。

（７）AeschylusChoephori，WithintroductionandcommentarybyAF・
Garvie,Oxfordl9861112。なおji冗αpのにαl06Zaへの接近について,Bud6版
Choephoroi，Parisl955の校訂者であるＰ・Mazonは，９０頁の注に，古代人に
とってlafoie6taitlesibge“ｄ,ｕｎｅｐａｒｔｉｅｄｅｌ'５１ｍｅ'，と述べ，注（６）にあ
げたアリストテレスの著作の６７６ｂ２４をあげている。その原文はてｶﾞＷ)UXi79
rbjrqoZrbji庭ａＰｌｕ６ｌｏ`。〃だが，この部分はプラトンPlatonの「ティマイオ
ス」Ｔｉｍａｉｏｓ７１ｄの説を掲示したにすぎない。アリストテレスは670ａで，
ガ"αｐとパap6zaはすべての動物に「不可欠のもの」"αγにαzαと述べ，解剖学
的に重なり合うところがあるとは考えていない。

（８）既述のような，ソポクレスの「トラキスの女」931行のtjP，jhraloパａｌＰｐｉ"α９
という表現は，胸の下の急所をこの２語に割ってあらわしたものである。因みに，
これに似た表現は，ヒッタイト語文献にも認められる。戦前にＦ､Sommer-A
Falkenstcinによって公けにされた，ヒッタイト語とアッカド語の雨言語で苔か
れたハットゥシリHattu恩ili-世の遺書のなかに，つぎのようなシュメル譜表記
の語をふくむ一節がある：Diehethitisch-akkadischeBilinguedeslIattusili
L（Labarnall)，Mimchenl938，8-9,78-83゜これは王が，息子ムルシリ
Mursiliが即位したら．彼を助けて一族が一つになって不和を起さないように
と述べた後での言葉である（一部表記を簡略化）ＫｏＬｕ４８ｎｕ－ｕ息-ｍa-aSI
uzuNiGGIGluzUha-ah-ri-i§ＩuzuGESTU-5aha-an-ta-an-te-e§「そこで
汝らには一つのＮｉＧＧＩＧ,一つの心，一つの耳（理解）が整う｣。名詞の前に
つけられたＵＺＵは身体名稀のサインであり，「心」と訳したhahri-は本来は
戸肺臓｣，あるいは「横隔膜」をあらわす中性名詞だから，ギリシア語の｡pブル
に相当する。そこでＮｉＧＧＩＧをＳｏｍｍｅｒはＨｅｒｚと訳しながらも，他の文献
においてこの譜がＵｚｌｊＳＡＦ心臓」と併置されていること，またこれを心臓とと
もに焼いて細かく切ってパンにのせて神に捧げる，などの記述から，￣肝臓」の
意味が想定できるとしている。このＳｏｍｍｅｒの推定が正しければ，これはソポ
クレスの1ｹ汀αｐパａｉ９ｏｐｆ"fs､に一致する表現である。
なお宗教的な文献の用例としては，AGoetzGが校訂したTunnaniの名でよ

ばれる老いたる巫子の言葉による儀礼の書に，ヒッタイト語のle5i-「肝臓」が
シュメル語のuzuSA「心臓」と併記されている例がある。これはある人の機れ
を払う儀礼であるが，その準備のために老女が整えるもののリストで，粘土でつ
くった牛などの像，ｔｅｐｕ「少量」の赤や青の羊毛，鷲の翼，骨，いちぢく，一口
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のパンなどとともに，tepuuzuSAtepuleSiがあげられている。このテキスト
（１４８）では「心臓」の部分は欠けていて補われているが，Goetzeによれば，
ussi-,lesi-「肝臓」との連綱には数例の裏付けがある。ここにもこの２つの器
官の強い結びつきをうかがうことができる。AGoetze:TheHittiteRitualof
Tunnawi，NewHavenl938，８－９，７１『．

（９）Ａ・Goetze：KulturgeschichteKlGinasiens，２．Auflage，MUnchenl957，
149,164；Ｊ,Thorwald：MachtundGeheimnisderfrUhenArzte，MUnchen-
ZUrichl962150f.；Ｗ・Keller：DennsieentzUndetendasLicht，Geschichte
derEtrusker，ＭＵｎｃhen-ZUrichl974，８６，９３ｆ；Ａ・Kammenhuber：Traume

undVorzeichenschaubeidenHethiter，Heidelbergl976，７０，７２，１１０；Ｇ， 
Wilhelm：GrundziigederGeschichIeundKulturderHurriter，Darm-
stadtl982，９５；Ｗ、ｖ,Sodem：EinfUhrungindieA1torientalistiｋ，Ｄａｒｍ‐
stadtl9851146f.とくにメソポタミアの肝臓占いについては，Ａ、Ｌ、Oppen-
heim：AncientMesopotamia，Chicagol964213-15；Reallexikonder 
AssyriologieundVorderasiatischenArchdologie，Ｂｄ’６，Berlinl980-83， 
Leberschauの項；中岡一郎：マリ文轡にみられる内臓占いについて，中央大学
紀要史学科24号1979,1-43;Ｍ､ローウエ，Ｏプラツカー（編）：占いと神話，
東京1984,181-87。なお肝臓の蔦興，図版は上掲Goetze，Thornwald，Ｒｅ‐
allexikonに掲載されている。

(１０）Ｈ、Ｇ・GUterbock：HittiteLiverModels，Language，Literature，ａｎｄ
History：PhilologicalandHistoricalStudiespresentedtoE・Reiner，ed
byRRochberg-Halton，ＮｅｗＨａｖｅｎｌ９８７，147-153；Ｅ、Ｎｅｕ：Interpreta-
tionderhethitischenmediopassivenVerbaHormen，Wiesbadonl968，１４． 

(11）Ｐ､Faure：ＬａｖｉｅｑｕｏｔｉｄｉｅｎｎｅｅｎＧｒｂｃｅａｕｔｅｍｐｓｄｅｌａｇｕｅｒｒｅｄｅＴｒｏｉｅ 
ｌ２５０ａｖｊ.-Ｃ，Paris1975,106によると。Pylos文書（ＰＹＥｂ３１７）にi-je-
re-ja（＝ifpEzα）「女祭官」と並んであげられているwe-te-re-u，さらに同じ
Ｅｂ２９４にe-ri-tai-je-re-ja（＝,Ep[Ｏａｌｆｌｏａα「女祭官エリターI）と平行してあ
げられているo-pe-te-re-uqe-ja-me-noのopetereuの２語について，
“haruspice，'"devin1'を推察する税に依って占いの事実を認めようとしている

〆

が，この解釈は疑問である。Ｃ､Ｊ、Ruijgh：Etudessurlagrammaireetle
vocabulairedugrecmycenienIAmsterdam19671301,376。

(12）Ｍ．Ｐ,Nilsson：GeschichtedergriBchischenReligion，Ｂｄｌ，Mdnchen 
l967，167．BUo-oﾊﾟ６０９の後分一mc6o9は語源的には＊skowo-,ＯＨＧ,scouwOn
＞schauenと関係し，またｓ－のない花of⑪「熟付く，きく｣，Ｌat､cEweo「用心
する｣，さらにskrkavi-「詩人’賢者」もこれに属する。しかしギリシア語で
は-ｏｍｏｓの使用はこの合成語だけしかない。因みに，ローマ時代には，これと
同じ意味でjEpo-o花o汀、のようにlat,speciO「みる」と同源の-oﾊﾟo兀一を使っ
た名詞（-動詞lEpooAco汀io“z）がつくられている。従ってこの＊skowo-は孤
立しているが，ミュケーナイ時代には，これをふくむ形としてe-pi-ko-wo（Ｐｙ
Ａｎ６５７）がある。この8万肱ofo【の意味をＬ､Ｒ・Ｐａｌｍｅｒ（Thelnterpretation
ofMycenaeanGreekTexls，Oxford1963,147,151,417）は“watchers,,と

している。これに対してＦＢａｄｅｒ（Vocabulaireetid6ologietripartiedes
indo-europ6ens：Ｌａｒａｃｉｎｅ＊swer-《veillcrsur》ｅｎｇｒｅｃ，ＢＳＬ66,1971,
139-211の149）は，汀Ujoﾉc6ozr前兆をひきだすために（デルポイで）聖火を見
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まもる人一という５世紀のヘシキオスHesychiosの語奨集に記録されている形
に比定して“devinsquisurveillent（lesentrailles）parlefeu”という意味
を提示している。臓臓占いを示唆する解釈として興味深い。
BUoomosとは別に，ギリシア人の肝臓占いを象徴するかの如き神話として，

Ｋ・ケレーニイKer6nviはプロメテウスの苦難の物語をあげている（｢プロメテ

ウス」東京1972,67)。人間に火をあたえたテイタン族のプロメテウスがゼウス
の怒りをかい，カウカソスの山に鎖でつながれ，ゼウスの使いである大鷲が血に
飢えて日の出とともにあらわれ，彼の肝臓を食べるのだが，肝臓は夜のうちに再
び生長する。これは黒々とした肝臓が夜空にある世界の姿を宿しているからで，
この臓器は暗い夜に通じる。アイスキュロスがみごとに劇化したこの神話は，ギ
リシア人も肝臓占いを行っていたことを物語っているというケレーニイの見解は
注目に償する。

(13）この凡αスルーという前分の－ハルは，にαﾊｽ０９（、）「美しさ」と同じだが，

adj､応αｽ６９を考慮すると説明しにくい。＊kal-wo-,－，e-,-yo-などの可能性に
ついてＨＦｒｉｓｋ：GriechischesetymologischesWOrterbuch，Ｂｄ､１，Heidel-

bergl960，767。

(14）古典期における予言者への不信は，文学にもはっきりあらわれている。これに
ついては，註（９）にあげたローウェ・プラッカー「占いと神話」131-33。

(15）占いとか予言に対する不信は，ローマでも早くから指摘されている。例えば，
大力トーMarcusPorciusCatoはその「農業について_｣Deagriculturaの
監督者の守るべき事項のなかに，つぎのように述べている。haruspicem，

augurem，hariolum，chaldaeumnequemconsuluissevelit，「内臓占い
師，鳥占い師，予言者，占星術師にはだれであれ相談しようとするな」（7,4
Heimeran版)。カトーより遅れて１世紀にコルメラLuciusJuniusModera-
tusColumellaも「農耕について＿Ｄｅｒｅｒｕｓｔｉｃａという著作を残しているが，

そこでも「占い師と女易者」haruspicessagasqueは無知な人の心を誤った迷
信で浪費させ，恥づかしい行いをさせてしまう輩だから，監督者は近づけてはな
らないと槙しめている（1,8,6)。因みに，キケロは「占いについて」のなかで
カトーの皮肉な談話を(Wえている（2,51-52)。それは，おかしなことに占い師
は他の占い師にあっても笑わない，という話しである。キケロはそれに網けて，
ハンニバルやカエサルが「臓鵬が禁じています」という占い師の言葉を無視して

行動したおかげで成功した例をあげて，不信感をあらわ}こしている。Ｍ､Ｂｅａｒｄ
ａｎｄＪ・North（ed.)：PaganPriests,Londonl990’49-71に収録のJNorth：
DivinersandDivinationatRome。とくにエトルリアの肝臓占いの方法につ

いてはPauly-WissosaBd､7,2432-6811aruspicesの項の2451以下にくわ
しい。

なおこのharuspexという語は，extispex￣内臓ｅｘｔａをみるspeciO（人)」
のほかにfulguriator,『ulgurator「電光fulgurによる占い師」にも用いられ
る一種の職業語だが，この前分のharu-は古語であるhariolus,hariolor-予
言者」のhari-と共通する。印欧語の対應としてはｇｒ・Xolo6力「腸｣，ｓｋｒｈｉｒＡ
－血管｣，lithZArna'~腸｣，ohg、ｇａｒｎ＞Ｇａｒｎなどがあげられ，ラテン語の
ｈｉｒａ「腸｣，hirnea「ヘルニア」も同源の可能性が認められている。ところが旱
くにこのharu-は，シュメル語のＨＡＲ－「肝臓」（＝akkkabittu）との関係
が予想されたが，学界はこぞってこれに否定的であった。しかし戦後になってこ
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の点に関するエトルリアとバビロンの関係がみ直され，改めてこの古い税がよみ

がえっているという。エトルリアはこうした占いを職とする者を養成する團体ま

でももっていたのだから，この語も本来はそこの技術とともにローマにもちこ

まれた可能性は高い。新らしい進展が期待される。Ａ・Ernout-AMeillet：

Dictionnaire6tymologiquedelalanguelatine,３．ｃｄ.，Paris1951,290。

(16）この対應にはイラン語派のａｖ・ｈｕｙＨγana-というＹＬ２１０,１１６にみられる合
成語の後分が加えられる可能性がある。この形についてはいろいろな解釈がださ

れているが，Ｗ・Krauseは，Iranica,ｋＺ５６１９２８-29,288-308の304以下に

おいて，これをskr・sA-garbhya-「同腹の，はらから」（gArbha-「子宮_l

gr.と-6ﾋﾞｽP６９「兄弟一のような合成語と同類とみて，ｈｕ－「ともに－，ｙ且γana-
はskr・yAkrt-などと同じ要素と分析して、「兄弟」の意味を想定した。これは
一部の学者にうけ入れられているが，「ともに＿はavha-（skr・sa-）であ

り，ｋ〉γの変化も認められない。従ってこのKrauseの解釈は否定されなけれ

ばならない。Ｊ、Gershevitch：TheAvestanHymntoMithra，Cambridge
1967,267；拙著「印欧語の親族名榊の研究」東京1984,82｢.,371。

(17）ｏをｅの弱階梯とするのはＨ、Rix：LaLiecur，iocinoris，ＭＳＳ181965,

79-92゜これをラテン語内部のものとみる説としてはOSzemer6nyi：RekoL
struktioninderindogermanischenFlexion，PrinzipienundProbleme， 

FlexionundWortｂｉｌｄｕｎｇＡｋｔｏｎｄｅｒ５，Fachtagungderidg，Gesellsch‐ 
aft，Wiesbadenl975’325-45の332．iecurの属格形についてはAErnout：

Aspectsduvocabulairclatin，Ｐａｒｉｓ1954,126ｆＲｉｘ，Szemer6nyiともこの
形には長でなく短母音ｅを仮定している。

(18）Ｔ・Burrow：TheProblemofShwainSanskrit，Oxford1979.65。ただし

Burrowはなぜかiocinerisにはふれず,＊iacinisに代る＊iecinis＞iecin-or-is

を属格形としている。

(19）Ｅ、Schwyzer：GriechischeGrammatikl，２Auflage，Mtmchenl953，
356.明らかに長い母音をもつｇｒ､jhrapのそれについては，延長階梯とみる代
りに，「心」をあらわすjiroP,陥りPのＣの影響とみる説もある。（17）にあげた
Szemer6nyiの論文333『.。

(20）Ｅ、Benveniste：Ｏｒｉｇｉｎｏｓｄｅｌａｆｏｒｍａｔｉｏｎｄｅｓｎｏｍｓｅｎindo-europ6en，

Paris1935,8ｆ,26,182Ⅲ＊lyekwr-tの仮定。この再建形から理論的に導かれる交
替形＊leikw-「残す，委ねるという語根との関係から！「肝臓」は“organe
laiss6,abandonn6（auxdieux)，celurqubnlaissedec6t6end6peCantla 

victjme,，という解釈がでてくる；Ｇ､Ｒ､SoltBl：DioStellungdesArmenischen
imKreisederidg・Sprachen,Wic、1960,157『・アルメニア語の対臓を認める；

Ｒ､Schmitt：GrammatikdesklElssisch-Armenischenmitsprachver‐ 

gleichendenErliiuterungen，Innsbruck、ｌ９８Ｌ７７アルメニア語の対應は疑

問とする。なおロシア語ikraetcについてはＭ・Vasmer：RussischeseLy‐
mologischesW6rterbuch，Bdl1Hcidelbergl976，477。

(21）Ｊ・Schindler：Hetbitischli5Si``Leber,,，Sprachel21966，77-78゜ここで

はHitt、li5si-に＊1丁s-i，または＊16（i）s-i，ａｒｍ、leardに＊lTs-rt，または'５‐
（i）s-rtを仮定している。その後この解釈には讃否雨論がある。JTischler：

HethitischesetymologischesGlossar，Ｌ－Ｍ，lnnsbruckl990，54-55。

(22）識（20）にあげたＭ・VasmerBd219551352;拙著「ことばの生活誌」東京
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(23）tromchTideという合成語でなく，ｔｒｏｍ,ｔｒｏｍｍ「重い」だけでも「肝臓」
をあらわす。また接尾辞を伴ったtrommnnという形もある。JVendryes：
Lexiqueefymologiquedel1irlandaisancien，ＭＮＯＰ，Paris1960,0-2, 
T-UParisl978,Ｔ-149-51．この「肝臓」を「重い」で表現するのは，アッカ
ド語のkabittuも同じである。註（８）にあげたSommer-Falkenstein82。こ
れは水に浮く「軽い」肺臓に対比されたものである。アルバニア語にはmelci
という形が記録されているが，ezezC「黒い」に対して（ｍ芭lci）ebardhe「白
い」は「肺臓」である。なおトカラ語の「肝臓」は不明。またヒッタイト語には
tahalai-という形が既述のle息i-li調一のほかに「肝臓一として記録されている
が，これは原ハッテイHBLtti語に属する語彙のようである。註（21）にあげた
JTischlerT，Ｄ，1991011。

(24）聖書大事典東京1985,635。
(25）インド・イラン語派の形についてはJJWackernagel（-ADebrunner)：

A1tindischeGrammatik，Ｂｄｌ，G6ttingenl896，１３５§117ａ，Ｂｄ２/２１９５４， 

２１８§l15bA，５３４§366Ａ；MMayrhofer：Kurzgefasstesetymologisches 
W6rterbuch，Ｂｄ、３，Heidelbergl9761241f，ｉｂ，EtvmologischesW○rter-
buchdesA1tindoarischenB。、2,1992-,571『.；Ｈ・WBailey：Dictionarvof

KhoLａｎＳａｋａ，Cambridge1979,289。

(26）OSzemer6nyi:Principlesofetymologicalresearchinthelndo-European 
languages，２．ＦａｃｈｔａｇｕｎｇｆＵｒｉｄｇ，undaUgemeineSprachwissenschaft， 
Innsbruckl962,175-212のl93fi註（23）にあげたVendryesA-92。

(27）AristiophanesFrogs，ｅｄ・withintroductionandcommentarybyK
DoverlOxfordl993,254,347；AristophanesLysistraLa，edwithintroduc‐ 
tionandcommentarybyJHenderson，Oxford1987,183。

(28）註（25）にあげたＶａｓｍｅｒＢｄ､1,490;ＪｄｅＶｒｉｅｓ:A1tnordischesetymol-
ogischesWbrterbuch，２．Auflagc，Leiden，1977,98。なおalbveshkij，
armerank，がみられるが語源不明。ヒッタイト，トカラ語の形は不明。

(29）註（25）にあげたMayrhoferEty,ＷｈＢｄ、１，４１９；Ｋ、Hoffmann：Auf-
satzezurlndoiranistik，Wiesbadenl975，514。

(30）註（20）にあげたＶａｓｍｅｒＢｄ､2,378。

(31）EBenveniste:Etudessurlalangueoss6te,Paris1959,41．註（25）に
あげたMayrhoferKurzety.Ｗｂ・Ｂｄ､３，３１。

（32）註（23）にあげたVendryesS-31。

（33）Ｅ・SeeboldEtymologie,MUnchenl981,294｛.。
（34）註（21）にあげたTischlerA-K124f；Ｊ・Puhvel：HittiteEtymological

DictionaryIvoL3，Ｂｅｒｌｉｎｌ９９Ｌ７ｃ 
（35）ａｖ，ｓｕｓ－はChBartholomae：A1tiranischesW6rterbuch，２Auflage，

Berlinl961，1586；khotsuvnについては註（25）にあげたBailey428;近代イ
ンド・アーリア語の形はＲＬ・TurnerAComparativeDictionaryofthelndo-

AryanLanguages，Oxfordl9661Nr、12547；註（25）にあげたMayrhofer
Kurz・ety・ＷｂＢｄ､3,361,401．トカラ語の形は不明。
この論文の執筆にあたり，とくに肝臓の占いについてのメソポタミアとヒッタイト

語関係の資料については大城光正，吉田和彦の爾氏のご援助とご教示をいただいた。
記して感謝の意を表する。

４ 
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DieLeberimlndogermanischen 

Ｋ，KElzanna 

ImlndogermanischengibteszweiWOrter，ｄｉｅｄｉｅＬｅｂｅｒａｕｓ‐ 

drncken・DasersteisteintypischheteroklitischesNomen，dasdurch

dieVergleichungderaltindischen，griechischenundlateinischen 

Bntsprechungenals＊yekwrtrekonstruiertist．Ｄａｓｚｗｅｉｔｅｉｓｔａｕｆ 

ＧｒｕｎｄｖｏｎｈｅｔｈｌｅＳｉ－，１i恩邑i－，ａｒｍ、ｌｅardunddengermanischenFor‐

ｍｅｎａｌｓ＊16(i)s-rtvorausgesetzt・Manhatmanchmalversucht，diese

beidenWbrteraufeineForminderUrsprachezurijckzufUhren，Der 

Gedankeistsehrinteressant，aberschweranzunehmen，Ｄｅｎｎｄｉｅｂｅｉ－ 

ｄｅｎＮｏｍｉｎａｓｉｎｄｎａｃｈｄerFormsoverschieden，ｄａＢｍａｎｓｉｅａｕｓｅｉｎ‐ 
eｒＧrundformnichtherleitennk6nnte 

AｌｓｄｉｅＡｌｔｅｎｅｔｗａｓｖｏｎｅｉｎｅｍＧｏｔｔｗｔｉnschten，ｍｕｓｓｔｅｎｓｉｅ 

ｉｈｍｅｉｎＴｉｅｒａｌｓＯｐｆｅｒｄａrbringenDabeiwurdederKOrperdes 

geschlachtetenOpferssorgfaltigvomPriestergeschnittenundgetei１t・
SokonntemananatomischeKenntnissmehralsmoderneMenschen 

bekommeｎ．ＷofUrfandendieAltendieLeberimK6rprbesonders 
wichtig？ＡｕｆｄｉｅＦａｇｅｋａｎｎｍａｎａｎｔｗｏｒｔｅｎ，daBdieLeberftirdie 

WahrsagungdurchdieLeberschauvielbenutztwurdelndiesemAuf-

satzzeigtderVerfassermerkwiirdigeStellen，ｄｉｅｄieLeberschauin 

denaltenSprachenzeugen 

DerAufsatzisteinederkultur-historirchonSprachforschu､９，die 
derVerfasserfortgestzthabe． 

■■ 
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